
 

HBMS医療シンポジウム
～広島から持続可能な医療提供体制のあり方を考察～

11月24日（月・祝） 13:00～17:00（12:30開場）

広島国際会議場（広島市中区中島町1‐5）
中会議室コスモス（定員100名）
※HBMS：県立広島大学大学院経営管理研究科

中国地方で唯一MBA学位が取得可能なビジネススクール

開会挨拶 米倉 誠一郎氏（県立広島大学HBMS研究科長）

13:10～15:10

①「医療制度の未来を切り開くためには（仮）」
講師：島崎 謙治氏(国際医療福祉大学大学院教授)

②「支払基金改革と医療DX（仮）」
講師：神田 裕二氏(社会保険診療報酬支払基金理事長)

第
一
部
（
講
演
）

15:30～17:00

「広島から持続可能な医療提供体制のあり方を考察する」
パネラー：神田 裕二氏（社会保険診療報酬支払基金理事長）

島崎 謙治氏（国際医療福祉大学大学院教授）

北原 加奈子氏（医師、広島県健康福祉局長）

一戸 和成氏（医師、県立広島大学HBMS教授）

島川 龍載氏（県立広島大学HBMS准教授）

モデレーター：遠藤 邦夫氏（県立広島大学HBMS教授）

閉会挨拶 江戸 克栄氏（県立広島大学HBMS専攻長）

第
二
部
（
パ
ネ
ル
）

申込・問合先 
E-mail：mba-office@pu-hiroshima.ac.jp

県立広島大学HBMSマネジメント課（TEL: 082-251-9726）

無料

申込はQRから11/21まで
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